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「 15 周 年 記 念 集 会 」 報 告

記念館は昨年 11月 21日（日）ウエスタ川越で『15周年集会』を開催し、130名余が参

加下さいました。「倉敷、長野、群馬、茨城、神奈川・・・」など遠方からもご参加下さ

り有り難う御座いました。

また非会員の皆さんの参加が会員の 2倍もあり、参加者カードから「友人から聞いて」

など来館者や中帰連・記念館を知っている方からの広がりの傾向があり感謝致します。

集会は松村髙夫理事長の主催者挨拶に続き、芹沢昇雄事務局長からこの 15 年間の「記

念館の歩み」がパワーポイントの写真を視ながら説明があり、続いて細川清和理事から記

念館も参加し世界各地で 3 年に 1 回開かれる、「国際平和博物館会議」など海外との交流

の報告がありました。

次に中帰連の証言映像『泥にまみれた靴で』（25分）が紹介されました。続いて、「A4-11

頁」のレジュメも配られ、笠原十九司さん（都留文科大学名誉教授）の『現在の中国とわ

れわれの運動の課題』と題した 1時間余りの講演がありました。

会場には元中帰連・福岡支部会員で美術教師だった檜山高雄さん（1988年 68歳で逝去）

が戦場体験を描き遺した油絵や、中帰連関連の

新聞記事も展示して、休憩時間などに見て頂き

ました。
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第 2部は星野泰久理事の司会で笠原さん

も入り、パネラーとして石川求（都立大学

教授）、小島一博（中帰連ご遺族）、藤原

麗子（記念館会員）、山本潤子（大阪大

学大学院）5 名の皆さんによる「パネル

ディスカッション」に移り、各自から

発言があり質疑応答も含め 90 分余りの

議論がありました。

会場からパネラーの小島さんに、自

らの加害証言をしてきた「お父さんを

どう思いますか？」との質問に、小島さん

の「誇りに思います」との返事に、会場か

ら拍手が沸き 4時間ほどの集会は終了しま

した。

記念館の年間来館者は多くはありません

が、国内外の研

究者やジャーナ

リトも来館し「英

語、ドイツ語、

ハングル」など

で中帰連を紹介

する本も書いて

下さり寄贈され

ています。

この狭い土地と中古のプレハブ小屋を当

時の「中帰連」の皆さんが買って下さらな

かったら、この運動は出来ませんでした。

また、記念館はこの 15 年間一切の公的

補助を受けず、全国のご理解ご支援下さる

皆様の「会費とカンパ」のみに支えられ運

営出来たことに、改めて心から御礼と感謝

申し上げます。

私たちスタッフも全員ボランティアで活

動しており、「20 周年」に向けて此からも

宜しくお願い致します。

（「しんぶん赤旗」）（「東京新聞・埼玉版」）

「東アジア近現代史セミナー」来館

都内練馬区で毎月学習会（講演会）など

開いている「東アジア近現代史セミナー」

の皆さんがマイクロバスで来館しました。

今回 2回目の来館でした。

説明や映像を視た後、質疑応答や全員が

一言ずつ感想を話し、2 時間ほど滞在して

下さいました。

その後、車で 30 分ほどの「原爆の図・

丸木美術館」へ向かわれました。
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11月 20日付

「朝日新聞埼玉版」
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「中国・新華社通信」来館取材

記念館の「15 周年集会」にも取材に来

た中国の新華社通信・東京支局が、今年の

「日中国交正常化 50 年」を記念した番組

制作のために、「記念館の活動を紹介した

い」と 12月 22日に、二人の記者が取材に

来ました。

当日は 10時から 15時過ぎまで館内取材

や芹沢事務局長からの説明の後、事務長が

インタビューを受け、ほぼ一日がかりの取

材でした。

（鈔文記者、芹沢事務局長、郭丹記者）

広大・中村教授来館

広島大学の中村平教授（大学院人間社会

科学研究科）が冬休みで帰省し、埼玉在住

のお母さんと妹さんを同伴し暮れの 29 日

に来館下さいました。

過日、著書の『植民地暴力の記憶と日本

人－台湾高地先住民と脱植民の運動』の寄

贈を受けています。

中村さんは既に中帰連はよく存じで昼前

に来館され 16時過ぎまで在館されました。

（中村教授とご家族）

「再生の大地合唱団」10周年公演

記念館とも友好関係にある「再生の大地

合唱団」の 10 周年公演が都内の「小金井

宮地ホール」で開催され 400人余りが参加

しました。

最初に佐藤康尚副団長挨拶があり、続い

て「再生の大地」合唱団 10 年の歩みの映

像が流れました。その後、10 周年記念講

演として山田朗さん（明治大学教授）から、

「戦争犯罪と戦争責任を考える：帝銀事件

で明らかになったこと」と題する講演があ

りました。

休憩を挟んで 12 部構成の「合唱朗読構

成『再生の大地』ー撫順戦犯管理所ー」（作

・構成：大門高子、作曲：安藤由布樹）の

合唱があり、その中で中帰連が踊っていた

「蒙古踊り」も披露されました。

終章では「紫金草合唱団」など友好合唱

団も合流し、安藤由布樹さんが車椅子で指

揮を執り大合唱でした。最後に合唱団団長

の姫田光義さん（中央大学名誉教授）の挨

拶で終了しました。
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連載 記念館資料室から

第27回 地方支部を訪問して得られた教訓

石田隆至（「中帰連に学ぶ会」事務局）

『前へ前へ』17号は、1959年5月20日の

発行です。

前号では、帰国後の生活の一応の安定が、

一部の地方で組織活動の停滞を招いている

ことを受け、活発な取り組みが行われてい

る支部の様子が紹介されていました。そこ

で、本部は「支部の総会にはできる限り参

加する方針をたて」、「静岡、長野、大阪、

山陰、山口、広島の各支部は早くから旅費

の半額から全額実費を負担して本部に総会

参加を要請」しました。「このような本部、

支部の努力によって、静岡、長野には五十

嵐常任理事、大阪、山陰、山口、広島には

約一ヶ月にわたって国友理事長の出張参加

が実現」しました。

今号の内容の半分以上がその報告に充て

られています。巻頭の長文記事は、本部理

事長の国友俊太郎による「関西、中国各支

部を訪問しての教訓」です。都市部の大阪

と同時に、地方の山陰や山口なども訪れて、

その多様性にどう向き合うかが課題になっ

ています。

「我々は一つの中連という組織に加入し、

共通の願望をもってはいるが、会員個人個

人の生活、仕事、環境は大変異なっており、

左は労組の活動家から右は警察、検事に到

るまで、あるいは貧困な労働者、農民から

資本家までを含んでいる。このことは注目

せねばならぬ事実であり、また、一つの特

色でもある。このことは同じ願望をもって

いても同じように動くことも話すこともで

きないし、単純に表面の姿だけで仲間を評

価してはならないことを教えている」。

多様性の中にある共通性も見出されてい

ます。「しかし一方では、どの地区へ行っ

ても誰に会ってもすぐ分かることは」、「労

組活動家であろうと、封建的関係に圧迫さ

れていて連絡を断っている仲間であろう

と、やはり同じくらい〔中帰連に誇りと〕

関心をもっているという事実である。私た

ちは『連絡がないから』『会費が長くとだ

えたから』『会から抜けたいと言っている

から』『反対派とつき合っているから』等

々の理由で仲間を疑い非難し、一人でも失

ってはならない」。この点は、まもなく会

費未納会員の「整理」が議論されることを

思えば、示唆的です。

地方支部には、「その日の仕事をすませ

て夜の11時から強風の中を数時間の山道を

テクテク歩いて汽車に乗り、翌日の総会に

かけつけた」会員、「妻子を病床に残して

参加し、終わるとすぐに病院に帰ってゆく

仲間」もいて、「総会に出席するためには

その前後三日間仕事を休み、従ってその間

の収入は零になるばかりか、交通費、宿泊

費、会費がかかるというような」、東京と

は異なる環境を目の当たりにしました。そ

れでも、「参加者の誰かれは例外なく、来

てよかったと喜んで帰っていった」一方で、

「そうしてそこに問題が残った」と指摘さ

れている点が目を引きます。「障害や犠牲

を乗り越えて結集した人、あるいは結集で

きる人はまだいいのである。必要なことは

集まられない人、集まらない人をどうする

かである。

いってみれ

ば、こうい

う人にこそ

中連は呼び

かけたいか

らだ。山陰

では総会参

加の費用を

軽減するた

めに、一様

に徴集した
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総会会費からかかった費用を各人ごとに分

配した。長野では、次の総会を目指して総

会費用の分割積立を決定した」。一人も取

りこぼさないという強い思いが、本部・支

部で共有されていることが分かります。

それは、自分たちには「中国人民の大き

な期待が寄せられている」ため、「組織の

維持ができないで解散するようなことがあ

れば、我々は日本人としての民族的良心も

人間としての誇りをも投げすてることにな

る」と考えられていたからです。「そう考

えると組織の維持、会費の納入は決して単

純な経済的問題（略）ではない」とまで認

識されています。だからこそ、「誠実さ」

と「相互援助」が武器だという教訓も導か

れているのですが、この点は山陰支部総会

に参加した宮崎敏夫の感想文に譲ります。

「県総会には私も初めて会社を休んで9日

の朝9時鉱山を出発、10日朝9時出雲に着き

ました。会場には本部より国友さんが来て

おり、国さんの顔を見、手をにぎったきり、

本部健在なりと知り、涙がとめどもなく流

れて国さんの顔がぼっとかすんでしまいま

した。こんな嬉しいことはない。国さんは

最初にお母さんは元気かねと聞かれた。本

部の皆さんは我々の家庭の事をいつも忘れ

ず思っていてくれ、心配されていることを

知り、泣けてしようがなかった。関君もい

た。難波君もいた。支部長の曽田君もいた。

皆泣いて手をにぎり合った。会社を休んで

総会に出席したその甲斐があった。出て来

て本当によかった」。

一 枚 の 写 真

戦犯・中帰連の 1062人は 56年の「特別

軍事法廷」で起訴された 45 人には死刑も

無期なく、しかも、シベリアの 5年と管理

所の 6 年の計 11 年が刑期に参入されまし

た。

起訴以外の全員は「起訴免除」の決定を

受け管理所に戻ると、何と中庭に「パーテ

ィー」の席が用意がしてあり、机の上には

ビールや食べも物が用意してありました。

そして収監当時は敵対していた職員の皆

さんが出迎え、手を握り肩を抱き「良かっ

たですね！」と自分のことのように喜んで

くれました。「鬼から人間に戻った」彼ら

と職員は、そこまで「信頼関係」が築けた

のです。

彼らは「鬼から人間」に戻してもらった

と感謝し、その堅い意思は変わりませんで

した。

桧山高雄さんの「油絵」②

（中帰連・福岡支部、元美術教師）

（1944年 7月

湖北省当陽県陽紫益門外）
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「 平 頂 山 事 件 」

遼寧省の「撫順戦犯管理所」に近い「撫

順炭坑」は、昔から露天掘りで有名ですが、

戦時中この炭坑は日本に接収されていまし

た。1932 年 9 月 15 日この炭坑が抗日ゲリ

ラに奇襲され 11 名の死傷者が出ました。

翌日、関東軍はこの平頂山集落がゲリラ

と通じていたと解釈し、「写真を撮る」と

欺し崖下の一カ所に全員を集めました。

しかし、三脚の黒い布を取るとカメラで

はなく、一斉に回りから機関銃が火を噴き

3000人余りが虐殺されました。

更に生存者は銃剣で刺し殺され（生存者

が数人居ました）、その後、崖をダイナマ

イトで爆破し埋めたのです。

戦後、中国政府がその遺骨の一部を掘り

起こし、「平頂山惨案記念館」として保存

しています。中国国内の強制労働の犠牲者

を含め、この様な場所を「万人坑」（人捨

て場）といい中国各地にあります。

蔵 書 紹 介

初版本は右翼の妨害で廃刊になり、その

後に再刊されました。何れも「中帰連」の

編集で彼らの証言が載っています。

中国側が日本軍の行動を表現した「三光」

（焼き尽くし、奪い尽くし、殺し尽くし）

の言葉が、この本で知られるようになりま

した。

(左：初版本 57年 3月発行

中：82年 8月 発行、右：84年 5月発行）

橋本勝さんの「風刺マンガ」

（「森友問題」を無かったこと

「０」にしてはならい！）


